
常緑広葉樹林に生える高さ10mほどの落葉高木、大きいものは25mになる場合もある。葉身は薄く、卵状

楕円形または卵状長楕円形、先は細く鋭くとがり、基部は円形で葉柄との境は明瞭。6月、新枝の葉腋か

ら、長さ2cmほどの複散形状の花序を伸ばし多数の花をつける。雌雄異株。果序は横にひろがり、20-40個

の果実がつく。果実は径3mmで赤熟し、6-8個の種子がある。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Ilex  micrococca  Maxim.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、西宮市、猪名川町、三木市、加西市、加東市、姫路
市、赤穂市、上郡町、洲本市

■ 国内分布

本州（静岡県、福島県以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

モチノキ科

兵庫県ランク…タマミズキ
環境省ランク… －


